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湾岸戦争の難民救援のため、そぼ降る

雨の中、全国いっせい托鉢が行われた
　　　（3月27日、東京・銀座で）
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r編，

有
馬
実
成
師
（
曹
洞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）
に
開
く

　
こ
の
た
び
の
湾
岸
戦
争
に
関
し
て
は
、
仏
教
界
で

も
い
ろ
い
ろ
な
宗
派
や
団
体
が
救
援
活
動
を
開
始
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
曹
洞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
松

永
胆
道
会
長
）
は
、
こ
う
し
た
国
際
救
援
活
動
に
十

年
以
上
の
実
績
を
持
ち
、
今
回
も
さ
っ
そ
く
現
地
調

査
を
行
う
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
仏
教
者
の
救
援
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

同
会
の
有
馬
実
成
事
務
局
長
に
、
お
話
を
伺
っ
た
。

（
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
三
月
前
行
わ
れ
ま
し
た
。
）

　
　
　
　
　
　
聞
き
手
　
社
会
部
長
・
野
生
司
祐
宏

1
最
初
に
、
こ
の
た
び
の
湾
岸
戦
争
に
か
か
わ
る

　
　
救
援
活
動
に
つ
い
て
、
お
話
し
下
さ
い
。

　
募
金
以
外
の
活
動
と
し
て
は
、
現
地
に
人
を
派
遣

し
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

イ
ラ
ク
か
ら
の
避
難
民
の
数
は
、
国
連
の
予
想
よ
り

も
少
な
い
よ
う
で
す
。
何
故
少
な
い
の
か
、
出
て
こ

れ
な
い
の
か
、
出
て
こ
な
い
の
か
。
中
に
い
る
人
へ

の
救
援
活
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
我
々
は
、

イ
ラ
ク
の
赤
新
月
社
と
連
携
し
な
が
ら
、
ミ
ル
ク
や

医
薬
品
を
送
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再

度
現
地
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

－
一
口
に
救
援
と
言
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
む
ず
か

　
　
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
避
難
民
と
難
民
と
の
区
別
が
、
日
本
人
に
は
な
か

な
か
つ
か
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
た
び
の
戦
争
で
も
、

両
者
が
混
在
し
て
出
て
来
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
へ

の
対
応
の
仕
方
は
、
全
く
異
な
る
ん
で
す
ね
。
避
難

民
の
場
合
は
、
外
国
の
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
イ
ラ

ク
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
来
て
い
た
人
た
ち
が
、
戦
火
を

逃
れ
て
故
郷
へ
帰
っ
て
行
く
、
従
っ
て
そ
れ
は
一
時

避
難
で
あ
‘
0
、
送
還
す
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
問
題
の

解
決
と
な
り
ま
す
。

　
難
民
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
は
、
例
え
ば
パ
ー
レ
ビ

王
朝
の
崩
壊
で
、
イ
ラ
ン
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
人

た
ち
が
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
政
治
的

に
も
う
イ
ラ
ン
へ
帰
る
こ
と
が
出
来
な
い
わ
け
で
、

こ
う
い
う
人
た
ち
は
相
当
に
長
い
期
間
、
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
国
連
機
関
が
保
護
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
す
。
ソ
マ
リ
ア
の
難
民
も
い
ま
す
し
、

パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
も
問
題
で
す
。

1
こ
れ
ま
で
は
、
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
き
た
の

　
　
で
す
か
。

　
一
九
七
九
年
に
、
曹
洞
宗
東
南
ア
ジ
ア
難
民
救
済

会
議
と
い
う
教
団
の
外
郭
団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
間
の
海
外
救
援
・
協
力
団
体

（
N
G
O
）
と
し
て
活
動
を
続
け
て
お
り
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
難
民
へ
の
救
援
活
動
を
中
心
に
、
ラ
オ
ス
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
な
ど
で
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

i
こ
ち
ら
の
救
援
活
動
は
、
ど
ん
な
理
念
に
基
づ

　
　
い
て
い
る
か
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
仏
教
者
と
し
て
の
難
民
救
援
活
動
は
「
人
権
」
と

い
う
視
点
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ち
、
本

当
は
、
「
救
援
」
と
い
う
言
葉
は
使
い
た
く
な
い
ん
で

す
。
救
援
で
は
な
く
、
同
じ
地
球
に
住
む
人
間
と
し

て
、
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
立
場
に
立
ち
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
豊
か
な
者
か
ら
貧
し
い
者
へ
、
あ
る

い
は
正
し
い
視
点
か
ら
邪
悪
な
視
点
と
い
う
よ
う
な

姿
勢
は
基
本
的
に
持
ち
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
、
仏
教
が
説
い
て
い
る
「
縁
起
」
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と
か
「
波
羅
蜜
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
共
に
生
き
る
と
い
う
視
点
の
中
で
、
も
の

を
見
る
と
い
う
こ
と
で
な
い
限
り
、
世
界
平
和
は
あ

り
得
な
い
で
し
ょ
う
。
我
々
に
も
し
存
在
理
由
が
あ

る
す
れ
ば
、
日
本
仏
教
が
平
和
に
貢
献
で
き
る
も
の

が
何
か
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
立
場
に
立
っ
て

行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
で
す
か
ち
、
我
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
人
公
は
、

常
に
相
手
の
人
、
援
助
を
受
け
る
人
で
す
。
我
々
は

脇
役
で
あ
り
、
黒
子
で
あ
り
、
触
媒
に
す
ぎ
な
い
と

思
い
ま
す
。
人
を
救
う
力
は
、
救
援
す
る
側
で
は
な

く
て
、
本
来
、
救
わ
れ
る
立
場
の
人
こ
そ
が
持
っ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
外
部
の
者
が
持
っ
て
い
る
わ
け

が
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
生
き
る
力
を

い
か
に
活
性
化
す
る
か
、
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
の

が
我
々
の
立
場
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
活
動
の
基

本
と
し
た
い
。
こ
れ
が
他
の
救
援
団
体
と
異
な
る
点

で
し
よ
う
。

一
以
前
か
ち
、
こ
う
し
た
救
援
活
動
に
関
心
を
持

　
　
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

　
い
や
、
私
自
身
、
こ
ん
な
活
動
を
や
る
と
は
、
夢

に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
た
だ
私
の
寺
は

山
口
県
に
あ
り
、
子
供
の
頃
か
ら
、
朝
鮮
の
人
た
ち

に
対
す
る
差
別
と
い
う
問
題
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
人
権
の
問
題
に
は
、
常
に
関
心
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
難
民
問
題
は
、
ま
さ
に
人
権
の

問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
湾
岸
戦
争
で
は
、
様
々
な
団
体
が
救
援
活
動
を

　
　
行
っ
て
い
ま
す
が
、
何
か
お
気
づ
き
の
点
は
あ

　
　
り
ま
す
か
。

　
難
民
の
問
題
は
、
一
時
的
一
過
性
の
課
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
避
難
民
に
関
し
て
い
え
ば
、
彼
ち
は
も

と
も
と
国
が
貧
し
い
か
ら
出
て
来
る
ん
で
す
ね
。
そ

の
人
た
ち
が
国
へ
帰
っ
て
も
、
貧
困
と
い
う
現
実
が

あ
る
以
上
、
ま
た
別
の
意
味
で
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

南
北
問
題
が
解
決
し
な
い
限
り
、
こ
う
し
た
問
題
は

永
久
に
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。　
ま
た
、
こ
の
た
び
の
湾
岸
戦
争
の
背
景
に
は
、
パ

レ
ス
チ
ナ
難
民
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
中
東
地
域
で
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ
の
国
々
が
共
存
で
き
る
体
制

を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
、
そ
れ
を
考
え
な
い
と
、
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
問
題
意
識
を
継
続
さ
せ
、
平
和
実
現
に

ど
う
貢
献
し
て
い
く
か
考
え
て
い
か
な
い
と
、
今
回

ワ
ー
と
盛
り
上
が
っ
た
救
援
の
動
き
が
、
単
な
る
ブ

ー
ム
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
募
金
を
始
め
た
以

上
、
行
動
を
起
こ
し
た
以
上
、
引
続
き
こ
う
し
た
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

i
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
者
は
、
今
回
も
熱
心
に
活

　
　
動
し
て
い
ま
す
ね
。

　
キ
リ
ス
ト
教
に
は
、
海
外
伝
道
の
補
助
手
段
と
し

て
、
こ
う
い
う
国
際
協
力
活
動
を
行
っ
て
き
た
長
い

歴
史
が
あ
ゆ
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
活
動
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
地
域

研
究
を
熱
心
に
や
っ
て
お
り
、
圧
倒
的
な
情
報
を
持

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
奉
仕
を
行
う
こ
と
が
、
神
の

御
側
に
い
る
こ
と
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ

を
基
本
的
な
実
践
と
し
て
常
に
説
い
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
仏
教
に
も
、
西
大
寺
の
叡
望
み
た
い
な
人
も
．

い
ま
し
た
が
、
歴
史
的
に
は
残
念
な
が
ち
、
寺
院
の

中
で
あ
る
い
は
教
団
の
教
化
方
針
の
中
で
、
奉
仕
活

動
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　
般
若
の
知
慧
は
独
立
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

般
若
が
波
羅
蜜
と
な
っ
た
時
初
め
て
知
慧
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
波
羅
蜜
を
行
わ
な
い
と
こ
ろ
で
、
観
念

と
し
て
の
般
若
だ
け
を
説
い
て
い
る
の
が
、
今
日
の

仏
教
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
仏
教
教
団
が
社
会
活
動
を
行
う
場
合
で
も
、

そ
れ
は
教
団
の
宣
伝
活
動
の
中
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

一
最
後
に
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
。

　
せ
っ
か
く
今
回
、
救
援
活
動
が
こ
こ
ま
で
盛
り
上

が
っ
た
の
で
す
か
ち
、
行
動
を
起
し
た
団
体
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ぜ
ひ
創
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
ね
。
情
報
を
交
換
す
る
た
め
の
連
絡
会
議
だ
け
で

も
、
と
り
あ
え
ず
作
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。
難

民
の
問
題
は
、
今
後
も
次
々
に
発
生
す
る
と
思
い
ま

す
か
ち
。

1
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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本
会
は
二
月
六
日
の
理
事
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、

「
湾
岸
戦
争
に
対
す
る
全
日
本
仏
教
会
平
和
ア
ピ
ー

ル
」
を
採
択
し
、
救
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
全
国

的
な
募
金
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
去
る
三
月
二
十
七
日
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
佐

藤
功
岳
理
事
長
）
と
共
催
で
、
全
国
の
主
要
都
市
百

カ
所
で
「
湾
岸
戦
争
難
民
・
被
災
民
救
援
全
国
一
斉

托
鉢
」
を
行
い
、
一
般
市
民
に
募
金
活
動
へ
協
力
を

訴
え
た
（
主
な
会
場
は
別
表
の
通
り
）
。

　
今
回
の
活
動
は
、
二
月
二
十
日
の
常
務
理
事
会
で
、

本
会
の
湾
岸
戦
争
に
対
す
る
平
和
ア
ピ
ー
ル
採
択
に

伴
う
具
体
的
対
応
策
と
し
て
、
湾
岸
戦
争
の
難
民
・

被
災
民
を
救
援
す
る
た
め
、
加
盟
団
体
及
び
一
般
の

仏
教
徒
か
ら
浄
財
を
募
り
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
（
I

C
R
C
）
を
通
し
て
、
難
民
救
援
事
業
に
あ
て
る
と

の
、
承
認
を
得
た
事
に
よ
る
。

　
当
日
は
、
全
国
的
に
あ
い
に
く
の
雨
も
よ
う
の
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
を
中
心
に

約
五
百
名
の
青
年
僧
侶
が
街
頭
に
出
て
、
托
鉢
活
動

を
展
開
し
た
。
墨
染
の
衣
に
網
代
笠
姿
の
僧
侶
の
真

摯
な
呼
び
掛
け
に
、
小
雨
の
中
で
傘
を
手
に
し
て
通

行
す
る
人
々
は
、
熱
心
に
聴
き
入
り
、
募
金
箱
へ
と

浄
財
の
協
力
を
行
っ
て
い
た
。

全国一斉托鉢会場一覧
（順不同）

主　催　団　体 会　　　　　十

日　　　蓮　　　　宗 山梨・身延山久遠寺（管長硯下・本会副会長

臨済宗妙心寺派 京都・嵐山渡月橋

真　言　宗　智　山　派 京都・智積院総門前

浄土宗西山禅林寺派 京都・四条大橋（管長竹下・本会副会長、総長

全国曹洞宗青年会 北海道・千歳市内　岩手・一関市内　静岡・焼津市内

愛知・豊橋市内、半田市内　熊本・交通センターホテル→JR熊本駅

浄土真宗本願寺派東寺僧 東京・有楽町、数寄屋橋

全国浄土宗青年会’ 福岡・久留米善導寺前、福岡市天神町

全国日蓮宗青年会 東京・有楽町、数居屋橋

高野山真言宗青年教師会 横浜・JR関内駅周辺（3／25）　埼玉・JR熊谷駅前

東京・JR目黒駅前　松本・JR松本駅前

天台宗仏教青年連盟 東京・有楽町、数寄屋橋埼玉・JR東武川越駅前

智　山　青　年　会 埼玉・JR浦和駅西口

真言宗豊山派仏教青年会 東京・有楽町、数寄屋橋　埼玉・JR浦和駅西口

西山禅林寺派全国青年会 京都・四条河原町

真言宗禅通寺派青年会 香川・善通寺市内、善通寺境内

東京仏教青年会 東京・有楽町、数寄屋橋

埼玉県仏教青年会 埼玉・JR浦和駅西口

神奈川県仏教青年会 川崎・JR川崎駅前　横浜・JR横浜駅西口五番街

（社）神戸JBクラブ 神戸・JR三宮駅南口

大雪丸仏教青年会 大阪・各寺院門前

募
金
活
動
に
．

　
湾
岸
戦
争
は
、
多
く
の
尊
い
人
命
を
奪
い
、
壊
滅

的
な
環
境
破
壊
を
残
し
て
終
結
し
ま
し
た
。
本
会
で

は
、
関
係
諸
国
及
び
周
辺
諸
国
の
難
民
・
被
災
民
の

復
興
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
募
金
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
釈
尊
の
説
か
れ
た
慈
悲
の
精
神
に
則

り
、
皆
様
方
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
浄
財
は
、
郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
、
ま
た
は
現
金 ご

協
力
を
ノ　　
●

書
留
で
お
送
り
下
さ
い
。
集
ま
り
ま
し
た
募
財
は
、

本
会
が
責
任
を
も
っ
て
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
（
I

C
R
C
）
を
通
し
て
、
難
民
救
援
事
業
に
充
て
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　
郵
便
振
替
　
東
京
三
一
三
七
六
〇
〇
　
財
団
法
人

　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

　
銀
行
口
座
　
住
友
銀
行
芝
支
店
　
普
通
四
二
九
三

　
　
　
　
　
　
九
入
　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
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武
内
、
坂
村
、
佐
藤
の
三
師
が
受
賞

　
第
二
十
五
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
（
仏
教
伝
道
協
会

主
催
・
沼
田
智
秀
会
長
）
の
贈
呈
式
が
、
去
る
三
月

十
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
東
京
・
三
田
の
仏
教
伝

道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
贈
呈
式
は
松
原
泰
道
師
の
開
式
の
辞
に
つ
づ
き
、

沼
田
会
長
に
よ
る
荘
厳
（
献
華
・
献
燈
）
、
山
崎
龍
明

師
の
『
仏
教
聖
典
』
朗
読
が
行
わ
れ
た
。
つ
づ
い
て

武
藤
義
一
仏
教
伝
道
文
化
賞
選
定
委
員
長
が
、
井
上

靖
委
員
の
死
去
に
対
し
て
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

後
、
審
査
報
告
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
受
賞
者
次
の
通
り
。

　
文
化
賞
　
A
項
　
武
内
　
義
範
師

　
　
　
　
　
B
項
　
坂
村
真
民
氏

　
功
労
賞
　
　
　
　
佐
藤
　
密
雄
師

　
文
化
賞
を
受
賞
し
た
武
内
義
範
師
（
七
十
入
歳
）

は
、
元
京
都
大
学
教
授
。
親
鶯
思
想
の
宗
教
哲
学
的
、

研
究
と
、
西
洋
の
宗
教
哲
学
に
該
博
な
知
識
を
有
し
、

こ
れ
ら
講
義
、
著
作
を
通
じ
て
、
欧
米
の
学
会
に
仏

教
を
紹
介
し
た
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
坂
村
真
民
氏
（
入
十
二
歳
）
は
、
仏
教
精
神
を
基

調
と
し
た
詩
の
創
作
に
専
念
し
、
「
詩
国
」
を
創
刊
、

毎
月
発
行
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
人
び
と
に
心

の
支
え
を
与
え
た
功
績
に
よ
り
受
賞
。

　
功
労
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
密
雄
師
（
八
十
九
歳
）

は
、
戒
律
の
研
究
を
通
し
、
原
始
仏
教
教
団
の
様
相

を
明
ら
か
に
す
る
。
教
育
面
で
は
仏
教
大
学
、
大
正

大
学
、
浄
土
宗
教
学
院
等
に
お
い
て
多
く
の
後
進
を

育
成
し
、
鎌
倉
大
仏
の
高
徳
院
住
職
と
し
て
は
国
際

仏
教
文
化
交
流
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
各
受
賞
者
は
、
長
尾
雅
人
理
事
長
か
ら
賞
状
・
賞

品
を
贈
呈
さ
れ
、
つ
づ
い
て
大
本
山
永
平
寺
顧
問
・

田
辺
哲
崖
師
が
賛
辞
を
行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
受

賞
の
喜
び
を
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
祝
宴
が
な
ご
や
か
な
う
ち
に
と
り
行
わ

れ
た
。○

仏
国
（
大
）

○
仏
旗
（
中
）

○
仏
旗
（
小
）

○
手
旗

○
法
輪
旗

た
て
蜘
㎝
よ
こ
㎜
㎝
四
五
、

た
て
9
0
㎝
よ
こ
燭
㎝
一
七
、

た
て
7
0
㎝
よ
こ
㎜
㎝
＝
二
、

た
て
3
5
㎝
よ
こ
5
0
㎝
　
八
、

た
て
9
0
㎝
よ
こ
珊
㎝
一
〇
、

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

○
○
○
円

お
申
し
込
み
は
全
日
本
仏
教
会
財
務
部

一5一
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辮
鐵
鶏
群
懸
熱
川
灘
総
懸
繊
灘
繊
灘
㈱

峯
岸
　
孝
哉
師
（
駒
沢
大
学
教
　
　
授
）
が
講
演

　
本
会
の
同
和
委
員
会
が
主
催
す
る
第
十
一
回

「
業
．
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会
が
、
去
る

一
月
二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
、
真
言
宗
豊
山
派
宗

務
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
駒
沢
大
学
教
授
・
峯

岸
孝
哉
師
が
、
「
教
学
の
再
考
」
の
講
読
で
、
要
旨
次

の
よ
う
な
講
演
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
※
　
※
　
※
　
※
　
※

　
曹
洞
宗
の
宗
憲
あ
る
い
は
宗
制
で
は
、
一
仏
両
祖

と
い
う
形
が
礼
拝
の
対
象
で
あ
る
。
即
ち
、
一
仏
と開かれた研究会

は
釈
尊
で
あ
り
、

理
禅
師
で
あ
る
。

両
祖
は
永
平
道
元
禅
師
、
螢
山
紹

　
道
元
の
主
張
の
中
心
は
、
仮
名
法
語
と
し
て
は
『
正

法
身
軽
』
、
語
録
と
し
て
は
『
永
平
広
録
』
十
巻
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
引
用
で
は
あ
る
が
、
「
栴
陀

羅
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
『
正

法
眼
蔵
』
十
二
巻
本
中
の
第
十
八
番
目
に
、
「
三
時
業
」

と
し
て
道
元
が
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
業
の
問
題
を
扱

っ
て
い
る
中
に
、
「
而
我
隣
家
、
久
爲
旛
陀
羅
行
、
而

言
揚
勇
健
、
所
作
和
合
。
彼
何
幸
、
翠
眉
何
享
」
と

出
て
来
る
。
こ
れ
は
『
景
徳
導
燈
録
』
巻
二
を
そ
の

ま
ま
引
用
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
正
法
堅
蔵
新
草
第
七
』
山
事
因
果
で
は
、

三
時
業
と
い
う
「
有
三
時
」
と
し
て
、
書
聖
羅
と
い

う
こ
と
ば
は
避
け
ち
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
う
一

つ
の
語
録
で
あ
る
『
永
平
広
録
』
に
あ
る
五
三
〇
に

わ
た
る
上
堂
語
の
う
ち
、
五
一
七
に
は
「
栴
陀
羅
行
」

と
見
ら
れ
、
導
入
五
で
は
そ
れ
が
避
け
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
道
元
研
究
に
よ
れ
ば
、
道
元
は
大
変
特
別

な
立
場
に
立
つ
禅
思
想
を
展
開
し
た
と
い
え
る
。
即

ち
、
】
つ
は
中
国
思
想
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
中

国
の
早
朝
禅
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

日
本
仏
教
に
対
す
る
批
判
も
あ
る
が
、
晩
年
に
な
る

ほ
ど
、
仏
教
の
根
源
で
あ
る
イ
ン
ド
仏
教
を
思
考
す

る
姿
勢
が
非
常
に
強
く
な
る
。
こ
う
し
た
宗
朝
禅
に

対
す
る
強
い
批
判
を
持
つ
道
元
は
、
門
下
生
で
も
受

け
取
り
が
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
経
路
は
、
両
祖
の
も
う
一
人
の
螢
山
に

至
る
と
、
禅
宗
史
か
ら
す
れ
ば
か
な
り
の
変
容
が
あ

る
。
螢
山
は
『
傳
光
録
』
の
中
で
こ
の
問
題
を
普
遍

し
て
い
る
。
『
傳
光
録
』
の
一
つ
の
意
図
は
、
当
時
の

禅
宗
内
の
常
識
た
る
臨
済
禅
を
広
く
視
野
に
入
れ
な

が
ち
、
曹
洞
宗
の
伝
統
を
発
揚
す
る
事
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
螢
山
は
『
傳
光
録
』
で
、
『
景
徳
傳
燈
録
』

を
大
幅
に
引
用
す
る
。
道
元
が
触
れ
な
か
っ
た
事
を
、

時
代
の
相
違
も
あ
り
、
日
本
の
中
世
宗
教
界
あ
る
い

は
、
仏
教
界
に
お
け
る
常
識
を
一
般
化
し
て
き
た
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
一
つ
踏
み
込
ん
だ
提
唱
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
事
が
現
在
問
題
と
さ
れ
る
一

因
と
な
っ
て
い
る
。

　
栴
陀
羅
と
い
う
こ
と
ば
は
、
江
戸
時
代
に
は
盛
ん

に
使
わ
れ
て
た
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
後
期
に
書
か

れ
た
著
作
の
中
に
は
、
「
栴
陀
羅
と
は
積
多
の
こ
と
な

り
」
と
注
釈
が
あ
る
。
ま
し
て
、
曹
洞
宗
で
は
今
日

に
お
い
て
、
施
陀
羅
と
い
う
こ
と
ば
を
付
し
た
差
別

戒
名
の
問
題
等
も
抱
え
、
真
剣
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ち
な
い
事
で
あ
る
。
即
ち
、
宗
典
や
語
録
と
い
っ

た
最
も
中
心
と
な
る
べ
き
も
の
に
、
既
に
宗
祖
の
こ

と
ば
と
し
て
差
別
問
題
を
宗
門
は
持
っ
て
い
る
の
で

一6一
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あ
る
。

　
こ
の
事
に
関
し
て
は
、
大
ま
か
な
意
味
で
は
未
だ

結
論
を
得
て
は
い
な
い
が
、
具
体
的
に
は
選
択
的
継

承
と
い
う
事
が
差
し
迫
っ
た
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て

次
に
は
、
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
教
学
の
再
考
と
い

う
問
題
に
移
っ
て
く
る
。

　
江
戸
時
代
以
後
も
、
一
宗
と
し
て
の
曹
洞
宗
の
医

学
の
伝
統
は
、
行
学
を
兼
ね
た
指
導
者
た
る
「
師
家
」

に
よ
っ
て
、
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

太
政
官
布
告
か
ら
宗
門
で
も
肉
食
妻
帯
を
認
め
、
出

家
教
団
か
ら
在
家
教
団
へ
と
変
わ
っ
て
行
き
、
こ
の

教
団
の
変
質
は
師
家
へ
も
お
よ
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、

江
戸
時
代
の
道
学
と
成
立
の
条
件
は
違
う
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
明
治
時
代
以
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
宗講演される峯岸教授

学
的
伝
統
は
師
家
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
内
か
ら
次
々
と
差
別
発
言
が
起
き
る

と
い
う
、
深
刻
な
事
態
が
あ
る
。

　
ま
た
、
教
団
の
在
俗
化
の
趨
勢
と
同
時
に
、
排
仏

殿
釈
を
契
機
に
近
代
教
団
の
教
化
路
線
と
し
て
、
『
正

法
眼
蔵
』
を
原
典
と
す
る
『
修
景
義
』
と
い
う
新
し

い
聖
典
を
生
み
出
す
。
と
こ
ろ
が
、
『
修
証
義
』
の
序

章
と
す
る
と
こ
ろ
の
多
く
は
、
三
時
業
の
文
章
が
使

わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
以
後
に
は
『
六

斎
義
』
の
解
説
本
が
た
く
さ
ん
発
行
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
差
別
を
再
生
産
す
る
聖
血
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
普
遍
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
正
に
「
悪
し
き
業
論
」
と
も
い
う
べ
き
業
論

を
解
消
す
る
手
掛
か
り
は
、
宗
門
の
立
場
か
ら
は
宗

典
に
帰
る
事
に
あ
る
。
そ
し
て
、
禅
宗
の
伝
統
か
ら

は
、
道
元
の
発
言
に
は
、
進
歩
も
退
歩
も
な
い
と
は

い
え
る
が
、
そ
の
初
期
か
ら
晩
期
に
至
る
ま
で
の
文

章
の
語
彙
の
確
定
を
す
る
と
い
う
事
の
積
み
上
げ
か

ら
、
も
う
一
度
読
み
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
差
別
と
い
う
事
に
対
し
、
そ
れ
で
は
ど
う
か
か
わ

っ
て
行
く
か
、
と
い
う
事
が
も
う
一
つ
の
問
題
と
な

る
。
即
ち
、
差
別
問
題
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
る
か

と
い
う
、
主
体
の
構
築
無
し
に
考
え
る
事
は
不
可
能

だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
差
別
と
は
知
識
の

量
の
問
題
で
も
、
理
解
の
問
題
で
も
な
く
、
ど
ん
な

に
知
識
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
少
し
も
仏
教
と
差
別

が
切
り
結
ば
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
即
ち
、
こ
れ

か
ら
の
仏
教
学
あ
る
い
は
、
仏
教
者
と
い
う
も
の
が
、

そ
れ
を
踏
み
越
え
て
行
か
な
け
れ
ば
、
社
会
的
な
存

在
理
由
は
無
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
例
え
ば
自
己
認
識
と
い
う
事
で
い
う
な
ら
ば
、
文

献
学
、
仏
教
学
等
の
中
で
、
我
々
は
色
々
な
認
識
を

得
て
き
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
現
代
思
想
と

し
て
の
有
効
性
と
い
う
距
離
測
定
無
し
に
、
学
問
と

し
て
成
立
し
た
事
に
少
し
寄
り
掛
か
り
す
ぎ
る
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
大
乗
経
典
や
宗
祖
の

こ
と
ば
を
絶
対
化
し
、
宗
祖
に
帰
れ
ば
差
別
が
無
い

と
す
る
が
、
か
え
っ
て
絶
対
化
す
る
事
に
よ
っ
て
見

え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
思
想
と
い
う
も
の

は
、
現
代
の
諸
事
象
と
関
わ
り
あ
う
事
に
よ
っ
て
、

主
体
の
条
件
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
宗
祖
の
思
想
と
行
動
と
い
う
よ
う
な
事

を
、
も
う
一
返
、
今
日
の
色
々
な
事
象
か
ち
探
る
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
方
で
は
、
宗
典
あ
る
い

は
宗
祖
に
対
し
、
ど
こ
ま
で
も
相
対
化
し
て
行
く
と

い
う
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。

　
即
ち
、
こ
の
社
会
に
存
在
し
、
ま
た
現
実
に
存
在

す
る
差
別
と
い
う
も
の
を
考
え
る
時
、
改
め
て
仏
教

者
の
社
会
的
存
在
性
、
そ
こ
に
関
わ
る
自
己
認
識
と

し
て
の
主
体
の
確
立
が
ま
ず
無
け
れ
ば
、
差
別
の
問

題
と
結
ぶ
事
も
無
く
、
ま
た
そ
れ
を
ク
リ
ヤ
ー
し
な

い
限
り
、
今
後
の
教
学
の
再
考
は
無
い
だ
ろ
う
。

　
講
演
が
終
了
し
た
後
、
出
席
者
と
の
盛
ん
な
質
疑

応
答
が
あ
り
、
午
後
四
時
に
研
究
会
は
終
了
し
た
。
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『
だ
れ
で
も
で
き
る
お
寺
の
経
理
』

　
現
在
、
幾
種
類
も
の
、
宗
教
法
人
を
対
象
と
し
た

経
理
の
入
門
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
お
寺

向
け
の
雑
誌
に
も
、
帳
簿
の
つ
け
方
等
の
記
事
が
連

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
記

述
が
専
門
的
す
ぎ
て
難
解
だ
っ
た
り
、
逆
に
あ
ま
り

に
簡
略
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
い
ざ
使
お
う
と
し

て
も
役
に
立
た
な
か
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
「
こ
れ

こ
そ
は
！
」
と
い
う
一
冊
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
本
書
『
だ
れ
で
も
で
き
る
お
寺

の
経
理
－
宗
教
法
人
会
計
事
務
入
門
』
は
、
画
期
的

な
テ
キ
ス
ト
と
い
え
ま
す
。
そ
の
書
名
の
通
り
、
誰

で
も
で
き
る
よ
う
、
実
に
わ
か
り
や
す
く
構
成
さ
れ

た
、
会
計
の
手
引
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
書
の
最
大
の
特
長
は
、
振
替
伝
票
だ
け
を
使
っ

て
、
お
寺
に
入
っ
た
り
出
た
り
す
る
お
金
の
流
れ
を

記
録
し
て
い
く
、
と
い
う
方
法
を
基
本
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
経
理
の
勉
強
な
ど
し
た
こ
と
が
な
い
ご

住
職
で
も
、
本
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
例
を
参
考

に
し
て
、
一
枚
一
枚
伝
票
を
書
い
て
い
け
ば
、
自
然

と
簿
記
の
ル
ー
ル
が
身
に
つ
い
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

明
示
さ
れ
て
い
る
事
例
も
、
実
際
に
あ
る
お
寺
で
行

わ
れ
た
取
引
を
基
に
し
て
い
る
た
め
、
誠
に
具
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
行

で
、
現
実
に
そ
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
会
計
処
理
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
急
速

に
普
及
し
、
寺
院
で
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
も
進
ん
で
い

る
と
い
う
時
代
の
要
請
に
応
え
て
、
本
書
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
言
及
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
点
も
、
他
に
例
が
な
い
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
本
会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
師
が
中
心
と
な

り
、
一
般
の
ご
住
職
や
寺
族
方
に
、
正
し
く
伝
票
を

起
こ
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
最
大
の
重
点
と
し
て

ま
と
め
た
、
こ
の
『
だ
れ
で
も
で
き
る
お
寺
の
経
理
』

こ
そ
、
寺
院
会
計
入
門
書
の
決
定
版
と
い
え
ま
す
。

各
ご
寺
院
で
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
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局
内
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二
日
，
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

　
　
六
日
　
宗
教
法
人
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ミ
ナ
ー
（
大
阪
）

　
　
七
日

　
＋
一
日

　
十
四
日

＋
五
日

二
＋
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日
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＋
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日

三
＋
日
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